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★町の人口★人口10・193 (+ 10）男4,836(+ 8）女5,357(+ 2）世帯合計3,445(- 1）平成元年7月末日現在）は前月との比較です 

【慶寿園清掃】 

暑
さ
な
ん
か
 

ヘ
ッ
チ
ャ
ラ
だ
い
 

【
赤
池
駅
前
の
 

そ
う
じ
？
】
 

赤
池
町
社
会
福
祉
会
（
山
下
次
 

男
会
長
）
が
毎
年
夏
休
み
に
行
い
 

今
年
で
九
回
目
を
迎
え
る
学
童
保
 

育
「
か
え
る
の
学
校
」
。
 

今
年
は
、
町
内
の
老
人
ホ
ー
ム
 

（
天
郷
荘
と
慶
寿
園
）
を
訪
問
し
、
 

屋
内
外
の
清
掃
、
自
分
た
ち
の
手
 

で
作
っ
た
「
お
に
ぎ
り
」
を
食
卓
 

に
並
べ
て
の
ク
ふ
れ
あ
い
給
食
）
 

お
年
寄
り
た
ち
の
肩
を
も
ん
で
あ
 

げ
た
り
、
 

一
緒
に
遊
ん
で
い
た
だ
 

い
た
り
、
し
ば
し
暑
さ
を
忘
れ
る
 

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

又
、
う
だ
る
よ
う
な
炎
天
下
、
 

「
赤
池
駅
」
前
公
園
の
草
と
り
や
 

清
掃
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。
 

こ
の
「
か
え
る
の
学
校
」
は
、
 

町
内
の
父
子
、
母
子
、
共
働
き
を
 

さ
れ
て
い
る
家
庭
の
子
供
た
ち
を
 

対
象
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
 

年
は
六
十
人
の
元
気
な
子
供
た
ち
 

が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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ノ
ー
、
 

定
期
運
賃
の
差
額
を
 

十
月
一
日
か
ら
操
業
開
始
の
 
「
平
成
 

筑
豊
鉄
道
」
。
運
賃
、
時
刻
表
な
ど
こ
の
 

原
稿
を
書
い
て
い
ま
す
八
月
二
十
三
日
 

現
在
で
は
、
ま
だ
決
定
さ
れ
て
は
い
ま
 

せ
ん
。
来
月
号
に
は
掲
載
し
た
い
と
思
 

い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
運
賃
は
J
R

よ
 

り
は
、
 

一
割
か
ら
一
割
五
分
、
値
上
さ
 

れ
る
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
定
期
運
賃
 

の
差
額
補
償
を
J
R

に
て
、
次
の
と
お
 

り
に
行
い
ま
す
。
手
続
き
は
面
倒
な
こ
 

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
損
の
な
い
よ
う
 

早
目
に
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
 

伊
田
線
「
赤
池
駅
」
 
ー
「
中
泉
駅
」
 

間
四
、
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
こ
の
区
間
 

民事介入暴力事案 
特別相談所の開設（無料） 

暴力団や暴力団との親交のある者が 

〇債権取立 

〇金銭貸借 

〇企業倒産 

〇交通事故示談 

〇不動産取引き 

〇家屋の賃貸借 

などの民事問題に介入するケースが多くなってい 

ますが、これらの問題でお困りの方は、この機会 

に是非相談を．ノ 

専門の警察官、弁護士が相談に応じます。 

●日時 9 月9日田午前10時～午後4時 

●場所 田川青少年文化ホール（田川市平松） 

筑豊ブロック暴力団特別取締本部 

か 42-21 2 〇番（内線395) 

『新駅』の要望書提出 納涼花火大会 
に
新
駅
を
作
る
た
め
、
地
区
 

住
民
の
方
や
町
議
会
の
ご
援
 

助
に
よ
り
、
署
名
を
集
め
、
 

そ
れ
を
「
平
成
筑
豊
鉄
道
」
 

社
長
（
滝
井
義
高
田
川
市
長
）
 

に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

現
在
、
伊
田
線
、
糸
田
線
、
 

田
川
線
三
線
の
沿
線
市
町
村
 

か
ら
も
新
駅
の
要
望
が
出
さ
 

れ
て
い
て
、
全
部
の
要
望
を
 

聞
き
入
れ
る
事
は
出
来
な
い
 

相
談
で
す
が
、
私
た
ち
の
町
 

「
赤
池
」
だ
け
は
、
こ
の
ワ
 

ガ
マ
マ
を
な
ん
と
か
通
し
た
 

八
月
十
六
日
、
市
場
地
区
 

で
仕
掛
け
花
火
と
、
打
上
花
 

火
六
十
発
が
夏
の
夜
空
を
い
 

ろ
ど
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
昭
和
五
十
九
年
 

か
ら
毎
年
続
け
ら
れ
て
い
て
 

今
年
で
六
年
目
、
す
っ
か
り
 

定
着
し
た
こ
の
行
事
に
、
見
 

物
客
の
大
き
な
歓
声
が
湧
き
 

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
 

今
年
見
損
な
っ
た
方
、
来
 

年
の
盆
に
は
是
非
お
見
逃
し
 

な
き
様
に
ノ
い
い
も
ん
で
す
 

よ。 
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補
償
し
ま
す
 

補
 
償
 

の
 
内
 
容
 

現
在
、
九
州
旅
客
鉄
道
の
定
期
券
で
 

伊
田
線
、
糸
田
線
、
田
川
線
を
利
用
さ
 

れ
て
い
る
方
で
、
平
成
元
年
十
月
一
日
 

以
降
も
引
き
続
き
、
「
平
成
筑
豊
鉄
道
を
 

定
期
券
で
利
用
さ
れ
る
方
に
『
九
州
旅
 

客
鉄
道
の
定
期
運
賃
』
と
『
平
成
筑
豊
 

鉄
道
の
定
期
運
賃
』
と
の
差
額
を
補
償
 

し
ま
す
。
 補

 
償
 
の
 

期
 
間
 

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

▲平成筑豊鉄道社長に要望書を手渡す日野町長司 

●
通
勤
ー
平
成
筑
豊
鉄
道
開
業
後
ー
カ
 

年
（
十
ニ
カ
月
）
 

・
通
学
ー
現
在
、
在
学
中
の
学
校
卒
業
 

ま
で
の
間
（
所
定
の
修
業
年
限
ま
で
 

と
し
、
 

一
年
は
十
カ
月
と
し
て
計
算
 

し
ま
す
。
な
お
平
成
元
年
度
の
補
償
 

期
間
は
、
五
カ
月
と
な
り
ま
す
）
 

補
償
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き
 

①
ま
ず
、
定
期
利
用
届
を
出
し
て
下
さ
 

い
。
こ
の
利
用
届
の
用
紙
は
、
伊
田
 

線
、
糸
田
線
、
田
川
線
三
線
の
各
駅
に
 

用
意
し
て
い
ま
す
。
 

▼
受
付
期
間
ー
平
成
元
年
九
月
一
日
か
 

ら
九
月
二
十
五
日
ま
で
 

▼
受
付
箇
所
ー
直
方
、
金
田
、
田
川
伊
 

田
、
田
川
後
藤
寺
、
勾
金
、
油
須
原
、
 

崎
山
、
犀
川
、
豊
津
、
行
橋
の
い
ず
れ
 

か
の
駅
（
残
念
で
す
が
、
赤
池
駅
は
こ
 

の
中
に
入
っ
て
い
ま
せ
ん
）
へ
、
ご
持
 

参
下
さ
い
。
 

長期安定基金の寄附募集 

「平成筑豊鉄道」 この鉄道を長期安定 

経営を確保するためには多くの基金を必 

要とします。 

そこで、住民みなさんの深いご理解と 

暖いご芳志、ご寄附をお願い致します。 

※
こ
の
利
用
届
を
提
出
さ
れ
な
い
場
合
 

は
補
償
さ
れ
な
い
そ
う
で
す
。
 

②
つ
ぎ
に
、
新
し
い
平
成
筑
豊
鉄
道
の
 

定
期
券
を
買
い
求
め
の
上
、
補
償
申
 

請
を
し
ま
す
。
 

●
定
期
券
利
用
届
を
出
さ
れ
た
方
で
補
 

償
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、
補
償
申
請
 

用
紙
及
び
、
受
付
箇
所
の
案
内
を
、
九
 

月
三
十
日
頃
ま
で
に
、
自
宅
へ
郵
送
し
 

ま
す
。
 

●
補
償
申
請
の
受
付
の
際
、
平
成
筑
豊
 

鉄
道
の
定
期
券
及
び
、
身
分
証
明
書
又
 

は
、
在
学
証
明
書
を
持
参
し
て
下
さ
い
。
 

●
補
償
金
は
、
申
請
を
さ
れ
た
方
が
指
 

定
し
た
銀
行
、
農
協
及
び
、
信
用
金
庫
 

の
ロ
座
に
送
金
さ
れ
ま
す
。
 

な
お
、
十
月
一
日
以
降
も
有
効
な
九
 

州
旅
客
鉄
道
の
定
期
券
を
お
持
ち
の
方
 

は
、
残
余
の
日
数
に
つ
い
て
J
R

の
窓
 

口
で
払
い
戻
し
を
し
ま
す
。
（
払
い
戻
し
 

は
廃
止
後
一
年
間
有
効
で
す
）
 

ト寄附の納入方法 

①直接納入弓＞赤池町役場、収入役室（窓 

口①番）で申し出ていただければ納入で 

きます。 

②役場へこれない方中ご一報下されば、 

役場担当職員がご自宅までお伺いします。 

ト間い合せ、申し込み先 

役場総務課企画係（窓口3 番） 

ff28-- 2 0 0 4 （内線243番） 

お
年
寄
り
の
交
通
事
故
死
が
急
増
 

◆
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
 
九
月
ニ
十
一
日
s
三
十
日
◆
 

警
察
庁
に
よ
る
と
、
今
年
の
全
国
の
 

交
通
事
故
死
者
は
、
六
月
二
十
八
日
現
 

在
で
五
千
二
十
四
人
と
な
り
、
昨
年
よ
 

り
十
三
日
も
早
く
五
千
人
を
超
え
ま
し
 

た
。
ち
な
み
に
昨
年
は
、
年
間
の
死
者
 

数
が
十
三
年
ぶ
り
に
一
万
人
を
突
破
し
 

た
の
で
す
が
、
今
年
は
昨
年
よ
り
も
速
 

い
ペ
ー
ス
な
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
 

目
立
っ
て
多
い
 

自
転
車
で
の
事
故
 

と
こ
ろ
で
、
最
近
の
事
故
の
特
徴
は
 

お
年
寄
り
の
交
通
事
故
死
が
急
増
し
て
 

い
る
こ
と
で
す
。
 

と
く
に
目
立
つ
の
は
、
自
転
車
に
乗
 

っ
て
い
て
交
通
事
故
に
遭
う
ケ
ー
ス
で
 

死
亡
し
た
人
の
う
ち
、
約
半
数
（
二
百
 

三
人
）
が
六
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄
り
 

で
し
た
。
こ
れ
は
、
今
年
一
月
か
ら
五
 

月
末
ま
で
の
統
計
で
す
が
、
こ
れ
を
去
 

年
の
同
じ
時
期
と
比
べ
る
と
、
な
ん
と
 

約
五
〇
％
も
増
え
て
い
る
の
で
す
。
ま
 

た
、
二
輪
車
乗
車
中
の
死
亡
事
故
も
増
 

え
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
ら
の
原
因
と
し
て
は
、
今
年
の
 

始
め
ご
ろ
は
温
暖
な
日
が
多
く
、
自
転
 

車
や
オ
ー
ト
バ
イ
を
利
用
す
る
機
会
が
 

多
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

い
つ
ま
で
も
 

若
い
つ
も
り
が
・
・
・
 

最
近
の
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
歯
止
め
 

を
か
け
る
た
め
に
、
お
年
寄
り
の
皆
さ
 

ん
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
れ
 

ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
 

気
持
ち
の
う
え
で
は
若
い
つ
も
り
で
 

も
、
や
は
り
年
齢
と
と
も
に
体
力
や
運
 

動
能
力
は
若
い
時
に
比
べ
て
落
ち
る
も
 

び
ん
し
ょ
う
 

の
で
す
。
反
射
神
経
や
敏
捷
性
に
つ
い
 

て
も
同
様
で
す
。
 

ま
た
、
視
力
や
聴
力
も
若
い
時
と
同
 

じ
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
こ
と
が
 

多
い
よ
う
で
す
。
こ
の
へ
ん
の
と
こ
ろ
 

を
冷
静
に
考
え
て
み
る
こ
と
も
大
事
な
 

こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
 

昭和50年および過去5年間に 

死者数が5,000人を超えた日 

年 月 日 死者数 年累計 

10,792人 50年6 月28日 5,014人 

59年8月4 日 5,002人 9,262人 

60年8月1日 5,021人 9,261人 

61年7月30日 5,003人 9,317人 

62年7月31日 5,021人 9,347人 

63年7 月11日 5,013人 10,344人 

元年6 月28日 5,024人 2 

表のように、交通事故により死亡され 

た方は、例年より異常に多くなってい 

ます。事故をーつでも少なくするため 

「交通ルール」最低限これだけは守っ 

て下さい。 

‘
試
運
転
を
始
め
た
レ
ー
ル
バ
 ス
 

⑥
お
間
い
合
せ
 

最
寄
り
の
伊
田
線
、
糸
田
線
、
田
川
 

線
の
各
駅
で
す
。
 

響繊蹴麟麟難織麟察総 

▲金田駅構内にある平成筑豊鉄道の本社 

交
通
ル
ー
ル
を
 

再
確
認
し
よ
う
 

次
に
、
自
分
自
身
が
交
通
ル
ー
ル
を
 

守
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
考
え
て
み
る
 

こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
道
路
を
渡
る
 

と
き
に
、
近
く
に
横
断
歩
道
が
あ
る
の
 

に
手
前
で
横
断
し
て
い
な
い
か
、
ま
た
、
 

な
な
め
横
断
を
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
 

…
と
。
 

ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
が
、
「
く
る
ま
社
 

会」 

の
危
険
か
ら
身
を
守
る
と
い
う
こ
 

と
を
肝
に
銘
じ
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。
 

環境衛生週間一24日～10月1日（厚生省） 動物愛護週間120日～26日（総理府） 
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秋
ま
つ
り
が
や
っ
て
来
る
 

一
昨
 

年
は
降
雨
の
た
め
に
中
止
、
昨
年
は
天
 

皇
の
ご
病
気
を
か
ん
が
み
止
む
な
く
中
 

止
と
2
年
続
け
て
出
来
な
か
っ
た
統
一
 

秋
祭
り
。
本
年
の
計
画
を
立
て
る
に
あ
 

た
り
、
8
月
 21
 

日
に
お
祭
り
対
策
協
議
 

会
役
員
会
を
開
催
、
本
年
も
町
全
体
で
 

統
一
し
て
行
う
事
を
基
本
に
又
、
共
同
 

運
行
は
じ
め
、
恒
例
の
の
ど
自
慢
大
会
 

に
つ
い
て
も
実
施
の
方
向
で
話
し
合
わ
 

れ
た
。
 

ピ
ア
ノ
が
や
っ
て
き
た
I
・ 

9
月
 

町
内
指
導
者
で
ピ
ア
ノ
開
き
 
15 

日
午
 

後
1
時
 30 

分
よ
り
同
和
対
策
中
央
研
修
 

所
で
、
町
内
の
音
楽
の
先
生
が
中
心
と
 

な
り
、
ピ
ア
ノ
開
き
を
開
催
し
ま
す
。
 

「
童
謡
の
ま
ち
に
ピ
ア
ノ
ー
台
も
な
 

い
な
ん
て
」
 
な
ど
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
 

や
音
楽
愛
好
者
か
ら
の
意
見
が
数
多
く
 

出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
町
で
も
こ
の
意
 

見
を
重
視
し
、
今
後
の
活
動
を
考
え
た
 

な
か
、
同
和
対
策
中
央
研
修
所
の
大
ホ
 

ー
ル
に
ピ
ア
ノ
を
置
く
事
を
決
め
、
3
 

秋 本 番 

月
に
購
入
し
ま
し
た
が
、
被
露
す
る
に
 

い
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
町
内
の
 

ピ
ア
ノ
、
電
子
ォ
ル
ガ
ン
指
導
者
の
方
 

々
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
ピ
ア
ノ
開
 

き
に
つ
い
て
何
度
か
会
議
を
も
ち
、
話
 

し
合
い
、
内
容
は
、
購
入
し
た
グ
ラ
ン
 

ド
ピ
ア
ノ
を
中
心
に
、
2
台
の
ピ
ア
ノ
 

や
電
子
ォ
ル
ガ
ン
の
合
奏
、
独
唱
、
合
 

唱
な
ど
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
充
分
楽
 

し
め
る
も
の
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
 

演
奏
曲
も
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
曲
か
ら
ア
ニ
 

メ
ソ
ン
グ
を
入
れ
る
な
ど
、
楽
し
く
肩
 

の
こ
ら
な
い
演
奏
会
で
す
。
是
非
皆
さ
 

ん
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
鑑
賞
下
さ
い
。
 

勉
強
熱
心
な
高
齢
者
に
 

七
月
の
 

講
師
の
先
生
も
汗
だ
く
 
た
な
ば
た
 

で
再
会
し
た
養
命
大
学
生
、
今
年
か
ら
 

一
般
教
養
は
じ
め
趣
味
の
分
野
で
も
新
 

し
く
「
ペ
ン
習
字
」
 

「
水
彩
画
」
 

「合 

唱」 

と
、
内
容
が
新
し
く
な
っ
た
せ
い
 

か
、
皆
さ
ん
授
業
に
も
一
段
と
熱
が
入
 

っ
て
い
る
。
今
か
ら
で
も
受
講
し
て
み
 

ま
せ
ん
か
。
今
月
の
9
月
7

日
・
 
21 

日
 

、 

ゆ
か
に
す
わ
り
こ
み
、
き
ゅ
う
く
つ
 

な
姿
勢
で
、
だ
け
ど
、
何
者
を
も
受
け
 

つ
け
な
い
雰
囲
気
で
、
け
ん
め
い
に
本
 

を
読
む
子
ど
も
、
友
達
と
夏
休
み
の
宿
 

題
を
す
る
中
学
生
、
こ
の
夏
の
図
書
室
 

の
光
景
で
す
。
あ
な
た
は
、
ど
ん
な
夏
 

を
過
ご
し
ま
し
た
か
。
 

よ
か
ト
ピ
ア
の
影
響
で
興
味
が
わ
い
 

た
の
か
、
子
ど
も
達
は
ア
ジ
ア
の
昔
話
 

や
笑
い
話
を
好
ん
で
貸
り
ま
す
。
貸
出
 

数
も
千
冊
を
超
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
 

に
世
界
の
国
々
の
素
晴
ら
し
い
本
と
の
 

出
合
い
が
数
多
く
生
ま
れ
る
事
を
願
っ
 

て
い
ま
す
。
 

図
書
室
で
は
、
少
な
い
蔵
書
を
補
う
 

た
め
に
県
立
図
書
館
か
ら
六
百
冊
の
貸
 

（
木
）
午
前
 10 

時
よ
り
。
 

西
・
芹
川
組
が
女
子
で
優
勝
 

8
 

第
ー
回
郡
硬
式
テ
ニ
ス
大
会
 
月
 27 

日
、
郡
体
振
主
催
の
硬
式
テ
ニ
ス
大
会
 

が
本
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
た
 

郡
体
の
公
開
競
技
と
し
て
開
催
さ
れ
 。

 

た
同
大
会
、
硬
式
テ
ニ
ス
愛
好
者
の
要
 

望
に
よ
り
初
め
て
行
な
わ
れ
た
。
郡
内
 

6
カ
町
よ
り
 60 

名
の
選
手
が
出
場
、
特
 

に
女
子
決
勝
で
は
、
全
選
手
の
声
援
の
 

中
で
行
な
わ
れ
、
本
町
の
西
、
芹
川
組
 

が
初
優
勝
を
飾
っ
た
。
ま
た
、
男
子
で
 

は
池
永
、
藤
井
組
が
準
優
勝
を
果
し
た
。
 

'89童謡まつり泊 

あかいけ 
町内の各種団体事 

務局が集合し秋の催 

しをとおして「童謡 

の町」赤池づくりを 

計画。くわしくは次 

回号でお知らせしま 

す0 

子
ど
も
郡
大
会
に
8
区
 

8
月
 20
 

竹
の
子
ア
ベ
ッ
ク
出
場
 
日
、
方
城
 

町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
田
川
郡
子
ど
も
 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
本
町
か
 

ら
も
、
7

月
の
町
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
大
 

会
（
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
女
子
フ
ッ
 

一
 

人の心の 

豊かさを 

一もとめて 

ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
）
で
同
時
優
勝
を
飾
 

っ
た
、
8
区
竹
の
子
こ
ど
も
会
が
、
町
 

代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
 

試
合
は
、
今
年
一
番
の
猛
暑
の
中
、
 

男
子
は
川
崎
町
と
対
戦
、
1
点
差
を
争
 

う
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
と
な
っ
た
が
、
階
 

く
も
3
対
1

で
敗
れ
た
。
 

女
子
は
ソ
フ
ト
の
か
た
き
と
、
大
ハ
 

ッ
ス
ル
し
た
が
、
初
出
場
と
あ
り
、
日
 

常
の
練
習
の
成
果
が
発
揮
出
来
ず
に
敗
 

れ
男
、
女
と
も
一
回
戦
で
敗
退
し
た
。
 

少
年
野
球
J

・
ベ
ア
ー
ス
 

真
夏
 

15 

周
年
記
念
大
会
飾
れ
ず
 

の
太
陽
 

の
照
り
続
け
る
な
か
、
赤
池
少
年
野
球
 

後
援
会
（
平
川
政
次
会
長
）
が
7

月
 23
 

・ 
24 

の
両
日
、
町
民
球
場
他
で
記
念
大
 

会
を
開
催
し
た
。
 

大
会
に
は
、
大
分
県
の
チ
ー
ム
を
は
 

じ
め
近
隣
 30 

の
チ
ー
ム
を
招
い
て
行
な
 

わ
れ
た
、
試
合
は
、
日
野
町
長
の
始
球
 

式
で
は
じ
ま
り
、
J

ベ
ア
ー
ズ
は
、
金
 

田
チ
ー
ム
と
2
回
戦
で
対
戦
。
両
チ
ー
 

ー
ム
が
っ
ぶ
り
組
ん
で
の
投
手
戦
と
な
 

っ
た
が
2
対
1

で
金
田
に
軍
配
が
上
っ
 

た
。
優
勝
は
鞍
手
ベ
ア
ー
ズ
（
本
年
の
 

全
国
大
会
県
代
表
）
 

出
し
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
9
月
に
入
 

替
え
が
あ
り
新
し
い
本
が
ズ
ラ
リ
と
並
 

ん
で
い
ま
す
。
わ
れ
と
わ
が
身
を
貧
し
 

い
人
た
ち
に
さ
さ
げ
た
イ
ン
ド
の
母
、
 

「
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
」
 
の
物
語
や
胸
が
 

ス
カ
ッ
と
す
る
痛
快
な
話
、
思
わ
ず
噴
 

き
出
し
ち
ゃ
う
愉
快
な
話
等
、
い
ろ
ん
 

な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
が
今
や
遅
し
と
あ
な
 

た
を
待
っ
て
い
ま
す
。
 

◇
今
月
の
母
子
お
は
な
し
会
 

9
月
9

日
（
土
）
1
時
 30 

分
よ
り
 

9
月
 30 

日
（
土
）
1
時
 30 

分
よ
り
 

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
紙
し
ば
い
な
ど
 

を
中
心
に
し
た
サ
ー
ク
ル
で
す
。
母
子
 

で
お
話
を
聞
き
に
で
か
け
て
来
ま
せ
ん
 

か0

会
員
一
同
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

~ 夏休みの成果は、 

~勉強？それとも小麦 

I 色に焼けた健康な顔？ 

~ 夏の日ざしに焼き 

~つけられた身体には 

~少しは休息も必要で 

~は。 

パワーアップ~ 
N
あ
か
い
け
 

~ 秋の夜長に、テレ ~ 

ビを消して身体のリ i 

フレッシュと共に、 ~ 

頭のリフレッシュも．クI 

I ,'' , ' ' I 

」」
 

最
近
、
子
ど
も
達
の
言
葉
が
、
 

難あまりにも粗雑になってい
 

婆
ノ
ー
る
o

食
事
の
時
に
「
ご
飯
」
と
 

プ
 

ー
言
で
片
づ
け
て
し
ま
う
o

プ」 

飯
を
ど
う
し
て
ほ
し
い
の
か
を
言
わ
な
 

い
。
充
分
意
思
の
疎
通
は
あ
る
の
だ
ろ
 

う
が
ど
こ
か
割
り
切
れ
な
い
。
▲
こ
の
 

夏
、
子
ど
も
達
で
賑
わ
う
町
民
プ
ー
ル
 

で
の
一
、
ン
ー
ン
、
窓
ロ
で
百
円
玉
を
だ
 

ま
っ
て
差
し
出
し
つ
っ
立
っ
て
い
る
子
。
 

町
民
会
館
で
も
同
じ
光
景
が
み
ら
れ
る
 

図
書
室
に
本
の
返
却
に
来
た
子
が
受
付
 

で
 
「
は
い
」
 
の
一
言
で
本
を
置
き
去
り
 

し
名
前
を
つ
げ
よ
う
と
し
な
い
。
又
、
 

あ
り
が
と
う
の
一
言
も
な
く
立
ち
去
る
。
 

▲
気
持
は
あ
っ
て
も
言
葉
と
し
て
出
さ
 

ず
語
尾
が
な
い
子
が
増
え
て
い
る
、
こ
 

れ
は
時
代
が
変
わ
っ
た
、
機
械
文
明
の
 

副
産
物
だ
、
だ
け
で
は
片
づ
か
な
い
。
 

遊
び
に
し
て
も
屋
外
か
ら
室
内
へ
、
タ
 

テ
社
会
か
ら
同
級
生
だ
け
の
ョ
コ
社
会
 

へ
と
変
っ
て
き
た
。
▲
今
、
物
の
時
代
 

か
ら
質
の
時
代
に
移
行
し
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
い
時
代
に
子
ど
も
達
は
逆
行
し
て
 

い
る
こ
ん
な
時
代
を
つ
く
っ
た
の
は
、
 

家
庭
社
会
・
大
人
と
い
ち
が
い
に
は
言
 

え
な
い
が
 

昔
は
物
も
金
も
な
か
っ
 

た
が
心
と
手
づ
く
り
の
何
か
が
あ
り
、
 

親
の
ま
ご
こ
ろ
が
あ
り
、
家
の
ぬ
く
も
 

り
が
あ
っ
た
。
▲
社
会
の
紳
、
家
庭
の
 

紳
を
あ
い
さ
つ
か
ら
は
じ
め
よ
う
、
「
お
 

は
よ
う
」
に
始
ま
り
「
あ
り
が
と
う
」
 

「
お
や
す
み
な
さ
い
」
 
で
暮
れ
る
こ
の
 

言
葉
の
原
点
こ
そ
大
切
に
し
な
け
れ
ば
。
 

nxXX
炎
炎
〉
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8
父
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
ー
N
あ
か
い
け
 

世
界
の
平
和
と
人
権
尊
重
を
求
め
て
 

ぶ
ら
く
も
ん
だ
い
 

き
ょ
う
つ
う
 

部
落
問
題
は
国
民
す
べ
て
に
共
通
す
 

じ
ゆ
う
 

び
ょ
う
ど
う
 

か
ん
 

る
自
由
と
平
等
に
関
す
る
問
題
で
あ
り
 

な
に
び
と
 

ほ
し
ょ
う
 

何
人
に
も
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
問
題
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
問
題
を
早
 

き
ゅ
う
 
か
い
け
つ
 

急
に
解
決
す
る
こ
と
は
 
「
国
及
び
地
方
 

こ
う
き
ょ
う
だ
ん
た
い
 
せ
き
む
 

公
共
団
体
の
責
務
で
あ
る
と
同
時
に
、
 

か
だ
い
 

ま
た
国
民
的
課
題
で
あ
る
」
 
こ
と
が
す
 

あ
き
 

で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

げ
ん
ぎ
い
 

ど
 

現
在
多
く
の
人
び
と
の
長
い
間
の
努
 

り
ょ
く
 

か
い
け
つ
 

力
に
よ
っ
て
、
同
和
問
題
解
決
の
た
め
 

ほ
う
り
つ
 

の
法
律
も
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
 

わ
た
し
た
ち
は
、
同
和
問
題
を
正
し
 

に
ん
し
き
 

な
い
よ
う
 

く
認
識
す
る
た
め
、
こ
の
内
容
を
し
つ
 

じ
ゅ
う
よ
う
 

か
り
と
ら
え
、
理
解
す
る
こ
と
も
重
要
 

で
す
。
 

い
う
ま
で
も
な
く
「
法
律
が
あ
る
か
 

ら
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
の
で
な
く
 

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
差
別
が
あ
 

る
か
ら
、
法
律
が
で
き
て
い
る
の
で
す
。
 

第
二
次
世
界
大
戦
で
は
、
多
く
の
尊
 

い
の
ち
 

う
し
 

い
命
が
失
な
わ
れ
、
日
本
で
も
三
百
数
 

ど
う
ほ
う
 

ぎ
せ
い
 

十
万
人
の
同
胞
が
犠
牲
と
な
り
、
今
も
 

ひ
ば
く
 

こ
う
い
し
よ
う
 

く
る
 

尚
、
被
爆
に
よ
る
後
遺
症
に
苦
し
ん
で
 

い
う
迄
も
あ
り
ま
せ
ん
。
 

た
が
 

「
世
界
の
人
び
と
が
互
い
に
信
じ
合
い
 

助
け
合
い
、
平
和
を
守
り
ぬ
く
た
め
に
 

し

そ

う

 

か
く
り
つ
 

世
界
を
結
ぶ
平
和
思
想
を
確
立
す
る
こ
 

と
が
大
切
で
す
己
 

ひ
げ
き
 

二
度
と
こ
の
様
な
悲
劇
が
起
き
な
い
 

よ
う
、
 

一
九
四
八
年
（
昭
和
 23 

年） 

12
 

美
刈
）
鷲
粉
眠
討
に
 

い
る
現
状
で
す
。
 

う
ば
 

戦
争
は
尊
い
人
命
を
奪
い
人
間
尊
重
 

せ
い
し
ん
 

の
精
神
を
、
ふ
み
に
じ
る
も
の
で
す
。
 

は
か
い
 

ま
ち
 

や
 

の
 

は
ら
 

家
庭
を
破
壊
し
、
街
は
焼
け
野
が
原
と
 

か
 

ひ
ん
こ
ん
 

化
し
、
生
活
は
貧
困
に
お
ち
い
り
、
社
 

か
ん
き
ょ
う
 
き
ょ
く
ど
 
あ
っ
か
 

会
環
境
は
極
度
に
悪
化
す
る
こ
と
は
、
 

人権学習 

こ
く
さ
い
れ
ん
ご
う
そ
う
か
い
 

月
 10 

日
に
国
際
連
合
総
会
で
「
人
権
に
 

せ
か
い
 

関
す
る
世
界
官
喜
ロ
」
 
い
わ
ゆ
る
「
世
界
 

じ

ん

け

ん

せ

ん

げ

ん

 

さ
い
た
く
 

人
権
宣
言
」
 
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
 

●
世
界
人
権
宣
言
 

す
べ
て
の
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
 

そ
ん
げ
ん
 

自
由
で
、
尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
、
 

平
等
で
あ
る
。
 

り
せ
い
 

り
ょ
う
し
ん
 

さ
ず
 

人
間
は
理
性
と
良
心
と
を
授
け
ら
れ
 

て
お
り
、
同
胞
の
精
神
を
も
っ
て
、
互
 

に
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

じ
ん
し
ゅ
 

ひ
 
ふ
 

せ
い
 

何
人
も
、
人
種
、
皮
膚
の
色
、
性
、
 

勲
」
、
政
治
上
も
し
く
は
社
会
凱
望
 

賭
麟
』
暁
増
ま
た
は
他
の
増
伊
、
と
い
 

う
よ
う
な
、
い
か
な
る
差
別
も
受
け
る
 

こ
と
な
し
 

（略） 

こ
の
宣
言
の
日
に
ち
な
ん
で
 12 

月
4
 

じ
ゅ
ん
か
ん
 

日
か
ら
 12 

月
 10 

日
ま
で
を
人
権
旬
間
と
 

せ
っ
て
い
 

し
て
設
定
し
ま
し
た
。
 

ち
き
ゅ
う
 

す
 

こ
の
地
球
に
住
む
人
類
が
自
ら
作
り
 

出
し
た
繋
畿
に
よ
っ
て
、
雪
街
ど
難
 

栽
を
い
一
師
ぱ
碑
堺
さ
れ
る
離
鴎
に
さ
ら
 

さ
れ
て
い
る
今
、
「
世
界
人
権
宣
言
」
 
は
 

人
権
を
守
る
「
人
間
の
．
範
ジ
守
る
」
視
 

「すてる者あればひろう者あり」 いつも自分たち 

の練習の場所、何が出来るか。体協空手部（桜井新 

一郎部長）では、夏休みの総決算として、勤労者体 

育館と周辺のゴミひろいを8 月28日に行なった。 

すてる者の多い中、心・技・体の練習の一貫とし 

て、技・体だけでなくマナー（心）の修行も毎年行 

なわれている。このことが、毎年好選手を生みだす 

原動力であるのでは 

ー
 

ー
 

ー 
ー． 

ー
 

ー
ー
ー
ー
 

I 

点
か
ら
、
平
和
を
守
る
光
明
を
わ
た
し
 

た
ち
人
類
に
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
 

人
権
は
何
に
も
代
え
が
た
い
わ
た
し
 

た
か
ら
 

と
・
フ
と
 

た
ち
の
宝
、
で
も
そ
の
尊
さ
は
 
「
空
気
 

の
大
切
さ
」
 
と
同
じ
よ
う
に
、
い
つ
も
 

お
か
 

忘
れ
が
ち
で
侵
さ
れ
や
す
い
も
の
 

今
、
あ
な
た
自
身
の
た
め
に
も
、
「
人
 

か
ん
が
 

権
」
を
考
え
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
 

今
月
の
解
放
講
座
ー
 

、ン」 

ン貞」 

と
こ
ろ
 

9
月
 27 

日
（
水
曜
日
）
 

午
後
7

時
 30 

分
か
ら
 

同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

自
己
を
み
つ
め
、
暮
し
を
高
め
 

る
解
放
講
座
へ
、
是
非
ど
う
ぞ
。
 



(6) 

廿
リ
ウ
マ
チ
p

は
怖
い
病
気
？
 

「
最
近
、
関
節
が
痛
む
け
ど
、
リ
ウ
 

マ
チ
と
違
う
や
ろ
か
？
・
」
 
と
、
心
配
に
 

な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
・
 

一
般
に
リ
ウ
マ
チ
と
言
え
ば
慢
性
関
 

節
リ
ウ
マ
チ
を
さ
し
ま
す
。
こ
の
病
気
 

は
、
関
節
の
腫
れ
と
痛
み
が
特
徴
的
で
、
 

進
行
す
る
と
炎
症
が
骨
に
ま
で
お
よ
ん
 

で
関
節
が
変
形
し
、
日
常
の
生
活
に
支
 

障
の
出
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
 

た
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
全
身
の
 

病
気
で
あ
っ
て
単
な
る
関
節
だ
け
の
病
 

気
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
症
状
 

が
軽
く
て
も
、
発
病
し
て
か
ら
三
年
く
 

ら
い
は
、
特
に
十
分
な
治
療
が
必
要
で
、
 

治
療
が
あ
え
ば
進
行
し
な
い
人
も
大
勢
 

い
ま
す
。
 

症
状
は
7
 

最
初
に
自
覚
す
る
症
 

状
は
、
．
朝
起
き
た
時
の
手
指
の
こ
わ
ば
 

り
と
関
節
の
痛
み
で
す
。
痛
い
関
節
は
 

腫
れ
て
い
ま
す
が
、
リ
ウ
マ
チ
の
腫
れ
 

は
ー
ケ
所
で
は
な
く
多
発
性
で
、
あ
ち
 

こ
ち
の
関
節
に
左
右
対
称
性
に
起
こ
り
 

ま
す
。
関
節
の
炎
症
が
続
く
と
、
骨
が
 

健康教室 
赤池町立病院 

整形外科医長 

浅野 茂利 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

※
八
月
十
七
日
現
在
 

【
香
典
返
し
】
大
塚
秋
利
（
車
道
）
〇
木
 

月
繁
美
（
北
町
）
〇
柳
川
正
司
（
西
組
）
〇
 

二
子
石
政
光
（
南
町
団
地
）
以
上
四
件
で
 

総
額
十
四
万
二
千
円
で
す
。
 

【
寄
附
】
赤
池
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
 

廿
一
万
円
〇
ベ
ル
モ
ニ
ァ
赤
池
ー
三
千
円
 

〇
市
場
支
所
廿
二
万
円
〇
篠
原
久
美
子
 

廿
五
万
円
〇
匿
名
の
方
三
名
ー
六
千
円
 

【
特
別
賛
助
会
費
】
（
企
業
・
法
人
、
団
 

体
一
口
廿
一
万
円
）
赤
池
町
役
場
火
曜
 

会
廿
十
五
口
 

【
賛
助
会
費
】
（
個
人
・
一
般
、
 

一
ロ
ー
 

千
円
）
立
花
杉
夫
ー
十
口
〇
早
麻
豊
ー
 

十
口
〇
香
月
フ
キ
子
ー
十
口
〇
沢
永
孝
 

美
廿
一
ロ
〇
柴
田
カ
ズ
子
ー
一
ロ
〇
高
 

林
な
る
み
ー
二
口
 

【
ふ
れ
あ
い
基
金
】
世
良
幹
二
、
世
良
 

明るい選挙 

人習ピラミ井彩浦幸雄 

も
ろ
く
な
り
破
壊
さ
れ
、
関
節
の
変
形
 

が
お
き
て
き
ま
す
。
そ
し
て
最
後
に
は
、
 

骨
が
溶
け
て
関
節
が
か
た
ま
っ
て
し
ま
 

う
た
め
、
自
分
の
足
で
歩
け
ず
、
車
イ
 

ス
の
生
活
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
リ
ウ
マ
チ
は
全
身
の
病
気
で
す
 

か
ら
、
疲
れ
や
す
く
て
だ
る
い
、
ま
た
 

微
熱
が
あ
 

っ
た
り
貧
 

血
を
起
こ
 

す
と
い
っ
 

た
こ
と
も
 

あ
り
ま
す
。
 

女
性
に
 

多
い
 

リ
ウ
マ
チ
 

×
 

の
患
者
さ
 

ん
は
、
全
 

国
に
三
十
万
人
以
上
も
い
る
と
言
わ
れ
 

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
約
八
割
が
 

女
性
で
す
。
発
病
の
年
齢
は
二
十
歳
ぐ
 

わ
い
か
ら
だ
ん
だ
ん
増
え
て
い
き
、
四
 

十
ー
五
十
歳
で
ピ
ー
ク
に
な
り
ま
す
。
 

つ
ま
り
、
リ
ウ
マ
チ
は
主
婦
で
あ
り
母
 

で
あ
る
女
性
に
多
い
た
め
、
家
事
や
育
 

児
と
い
う
休
む
こ
と
が
で
き
な
い
仕
事
 

が
多
く
て
、
十
分
療
養
で
き
な
い
こ
と
 

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

診
断
は
7
 

初
期
の
段
階
で
、
リ
 

ウ
マ
チ
と
診
断
す
る
決
め
手
と
な
る
も
 

の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
朝
の
こ
わ
ば
り
や
 

礼
子
、
吉
田
マ
サ
子
ー
一
万
円
〇
福
祉
 

バ
ス
内
「
ふ
れ
あ
い
基
金
箱
」
 
ー
二
万
 

三
千
二
百
六
十
六
円
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

〇
小
藤
イ
ソ
子
（
猿
畑
）
衣
類
 37 

点
〇
 

嶋
上
龍
夫
（
上
野
）
キ
ク
の
花
即
本
〇
 

翠
山
荘
、
田
中
稔
（
上
野
）
た
ま
ご
伽
 

個
〇
大
庭
文
具
薬
店
（
赤
池
）
テ
ィ
ッ
 

シ
ュ
 
50 

箱
 

9 月福祉センターの行事 

【休館日】 【仏教講演会】 
4日、11日、15日 

17日、18日、23日 【心配ごと相談日】 
25日 7日、19日、27日 

【バス運行日】 午前10時～午後3時 
毎日運行 【母子婦人相談日】 

【演 芸】 27日、年程曾講～ 
入館者ノ＼自由に 【健康相談日】 

舞台を提供します 第2水曜13日乞卑提撫 
※ゲートボール場（ナイター可）も自由にご利用下さい。 

玖
澗
ピ
7
ミ7
り
し
 

製
嚇
 

ー
ー
ー
ー
 

ノ 
、
多
／
A
リ
灼
 

藤
田
箆
で
 

／
ー
ー
 

零
難
、
 

 ' 

関
節
の
痛
み
・
腫
れ
な
ど
の
臨
床
状
 

と
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
や
血
液
検
査
か
ら
、
 

総
合
的
に
判
断
し
て
い
る
の
が
現
状
で
 

す
。
し
か
し
、
関
節
の
変
形
や
全
身
の
 

変
化
が
少
な
い
こ
の
時
期
に
正
し
い
診
 

断
を
行
い
、
治
療
を
開
始
す
る
こ
と
が
、
 

リ
ウ
マ
チ
の
患
者
さ
ん
の
将
来
を
大
き
 

、r 、、一 
、~ 

、、、γ 

\Iy ，、、~ 

く
左
右
す
る
こ
 

と
も
事
実
で
す
。
 

治
療
は
7
…・ 

…
こ
の
病
気
は
 

今
の
と
こ
ろ
原
 

因
が
わ
か
ら
な
 

い
の
で
、
根
本
 

的
な
治
療
法
は
 

見
つ
か
っ
て
い
 

ま
せ
ん
。
そ
こ
 

で
、
痛
み
や
炎
 

症
を
抑
え
る
と
い
っ
た
対
症
療
法
が
行
 

わ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
し
か
し
、
 

正
し
い
治
療
を
行
え
ば
、
普
通
の
人
と
 

同
様
な
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
 

ま
す
。
こ
の
病
気
に
必
要
な
の
は
、
ね
 

ば
り
強
い
着
実
な
治
療
で
す
。
そ
れ
を
 

実
行
す
る
に
は
、
ま
ず
病
気
を
よ
く
知
 

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
慢
性
関
節
リ
ウ
 

マ
チ
と
い
う
病
気
が
ど
の
よ
う
な
も
の
 

か
、
そ
し
て
自
分
の
病
気
が
ど
の
程
度
 

で
あ
る
か
を
知
り
、
専
門
医
に
治
療
方
 

針
を
た
て
て
も
ら
い
、
そ
れ
に
基
づ
い
 

た
治
療
を
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

予
防
・
相
談
・
検
診
 

圏
乳
児
一
斉
検
診
 

●
二
十
日
困
 

町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
 

対
象
者
 
生
後
2

カ
月
ー
 13 

カ
月
 

圏
三
種
混
合
 

●
二
十
二
日
囲
 
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
ー
 14
 

時
 30 

分
 

対
象
者
 
生
後
 24 

カ
月
ー
 48 

カ
月
 

圏
ッ
ペ
ル
ク
リ
ン
反
応
 

●
二
十
六
日
因
 
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
 

対
象
者
 
生
後
3

カ
月
1
4
歳
未
満
 

圏
B

・C

・G 

●
二
十
八
日
困
 
町
民
会
館
 

13 

時
 30 

分
ー
 14 

時
 30 

分
 

対
象
者
 

ッ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
判
定
 

陰
性
者
 

ほ
く
、
ク
の
、
 

一
西
示
肩
不
か
国
を
 

さ
さ
え
て
い
る
だ
ろ
 

で お元気 
予
防
接
種
に
よ
り
、
 

絶
さ
れ
ま
し
た
。
 

◆
予
防
接
種
に
つ
 

い
て
 

私
た
ち
の
健
康
 

は
さ
ま
ざ
ま
な
要
 

因
に
よ
っ
て
む
し
 

ば
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

中
で
も
細
菌
や
ウ
 

イ
ル
ス
に
よ
る
伝
 

染
病
は
古
く
か
ら
 

疫
病
と
し
て
恐
れ
 

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
 

多
く
の
人
が
予
防
 

接
種
を
す
る
こ
と
 

で
こ
の
伝
染
病
の
 

ま
ん
え
ん
を
防
い
 

で
い
け
ま
す
。
 

日
本
に
も
昔
か
 

ら
流
行
し
た
痘
そ
 

う
（
天
然
痘
）
も
 

こ
の
地
上
か
ら
根
 

予
防
接
種
の
目
的
の
第
一
は
子
供
を
 

病
気
か
ら
守
る
。
自
分
が
病
気
に
か
か
 

ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
又
病
気
に
か
か
 

っ
て
病
原
菌
を
地
域
に
ま
き
ち
ら
さ
な
 

い
等
で
す
。
母
親
は
自
分
に
か
か
っ
た
 

病
気
や
予
防
接
種
で
体
の
中
に
病
気
に
 

対
す
る
免
疫
抗
体
を
も
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
が
妊
娠
期
に
胎
盤
を
通
じ
て
子
供
 

に
移
行
し
ま
す
。
こ
の
抗
体
の
あ
る
間
 

は
病
気
か
ら
守
ら
れ
ま
す
が
、
だ
ん
だ
 

さ
ん
自
身
が
免
疫
を
も
っ
て
な
い
場
合
 

も
増
え
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
 

予
防
接
種
を
受
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

予
防
接
種
は
健
康
な
子
が
体
の
調
子
の
 

良
い
時
に
受
け
る
の
が
前
提
で
す
。
お
 

母
さ
ん
は
日
頃
か
ら
子
供
の
体
質
、
健
 

康
状
態
に
気
を
つ
け
て
お
き
、
気
に
な
 

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
あ
ら
か
じ
め
か
か
 

り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
て
お
い
て
下
 

さ
い
。
又
気
に
な
る
事
、
わ
か
ら
な
い
 

事
が
あ
れ
ば
問
診
票
に
く
わ
し
く
記
録
 

し
、
当
日
相
談
す
る
か
連
絡
事
項
に
し
 

て
下
さ
い
。
学
童
の
場
合
、
問
診
票
に
 

も
れ
が
あ
れ
ば
接
種
出
来
ま
せ
ん
。
特
 

に
印
か
ん
、
朝
の
体
温
等
気
を
つ
け
て
 

下
さ
い
。
予
防
接
種
は
決
め
ら
れ
た
期
 

間
の
中
で
も
、
望
ま
し
い
時
期
が
あ
り
 

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
事
息
旧
で
受
け
る
こ
 

と
が
出
来
な
か
っ
た
人
も
受
け
や
す
い
 

よ
う
幅
を
も
た
せ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
 

接
種
会
場
か
社
会
衛
生
係
に
相
談
し
て
 

下
さ
い
。
い
よ
い
よ
秋
期
の
予
防
接
種
 

の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
母
子
手
帳
を
 

見
て
予
防
接
種
の
も
れ
が
な
い
か
点
検
 

し
、
家
庭
に
体
温
計
等
を
準
備
し
て
お
 

き
ま
し
ょ
・
フ
。
 

ん
少
く
な
り
6

ケ
月
を
過
ぎ
る
と
防
御
 
ー・ 

力
と
し
て
働
か
な
く
な
り
ま
す
し
、
最
 
や

 

近
は
伝
染
病
が
少
く
な
っ
た
の
で
お
母
 

0
 

董

狩

り

 
鈴
 
夢
 

だ
る
 

気
慨
い
宵
は
無
性
に
夜
戸
出
が
恋
し
 

い
。
宙
に
浮
い
た
丸
い
盆
の
よ
う
な
大
 

き
な
月
の
光
を
反
映
し
て
鶴
田
川
の
水
 

さ
ぎ
な
み
 

面
は
 
「
キ
ラ
キ
ラ
」
 
と
金
波
銀
波
の
漣
 

を
刻
ん
で
美
し
く
輝
い
て
い
る
。
 

「
ホ
ー
ツ
ホ
ー
ッ
」
蟹
来
い
、
あ
っ
ち
 

の
水
は
に
い
が
い
ぞ
、
こ
っ
ち
の
水
は
 

あ
あ
ま
い
ぞ
、
と
抑
揚
の
あ
る
言
葉
で
 

繰
り
返
し
、
繰
り
返
し
蟹
を
訪
う
子
供
 

達
の
声
が
遠
く
に
、
又
、
近
く
に
き
こ
 

え
る
。
川
辺
の
叢
に
は
点
々
と
賛
が
美
 

副
例
列
幻
川
ノ
ノ
 

ャ
、
オ
、
み
ん
叫
は
 

一 

I一
り
×
よ
下
亡
あ
 
、 

ノp 発
 

赤池町選挙管理委員会 

し
い
光
を
明
滅
さ
せ
て
い
る
。
 

母
に
作
っ
て
貰
っ
た
麦
殻
の
蟹
寵
と
 

賛
を
追
う
団
扇
と
を
し
っ
か
り
持
っ
て
 

浴
衣
が
け
に
下
駄
ば
き
の
涼
や
か
な
姿
 

で
、
賛
狩
り
に
出
掛
け
た
故
郷
の
鶴
田
 

川
は
、
流
れ
の
少
な
い
小
川
で
あ
っ
た
。
 

突
然
 
「
ス
ー
ッ
」
 
と
一
匹
叢
の
中
空
 

に
舞
い
上
り
 
「
ク
ル
リ
」
 
と
体
を
転
じ
、
 

光
の
線
で
円
を
描
い
て
「
フ
ッ
ト
」
消
 

え
た
。
あ
、
星
の
光
か
し
ら
ノ
・
薄
闇
の
 

中
に
 
「
キ
ラ
リ
」
と
光
っ
て
ま
た
消
え
 

た。 捕
え
て
掌
で
明
滅
す
る
不
思
議
な
光
 

を
凝
視
し
て
い
る
と
、
い
つ
し
か
吾
を
 

忘
れ
る
。
 

「
ホ
ー
ツ
ホ
ー
ッ
」
賛
来
い
、
 

あ
っ
ち
の
水
は
に
い
が
い
ぞ
、
こ
っ
ち
 

の
水
は
あ
ま
い
ぞ
。
 

警
を
呼
ぶ
何
と
な
く
哀
調
を
帯
び
た
 

呼
び
声
を
耳
に
し
な
く
な
っ
て
随
分
と
 

久
し
い
。
故
郷
を
す
て
、
七
拾
有
年
、
 

今
、
鶴
田
川
は
そ
し
て
蟹
は
ノ
 

二
度
と
再
び
帰
り
来
ぬ
こ
の
世
は
限
 

り
な
く
寂
し
い
。
 

板
屋
団
地
 
前
田
孝
子
 

〇
吾
が
駅
に
誰
が
挿
し
く
れ
し
花
ば
な
 

の
、
赤
、
白
、
ピ
ン
ク
の
優
雅
な
そ
 

よ
ぎ
 

〇
来
年
の
結
婚
記
念
は
ハ
ワ
イ
え
と
、
 

云
い
し
吾
が
夫
の
む
つ
き
替
え
た
り
 

全国障害者雇用促進大会一6日、7日（労働省） 
がん征圧月間11日～30日（厚生省） 



(8) 

児童手当受給者の 
×・：・：・：・ン：・ンx・ン×・×く・x・：・苫・：・：・：・：・×・：・×・：・×・：・：くく・x・：・x・：・×・×・：・x・：くくく・ 

転入、転出のときは 
：・：く・：・：・：・：・：・：・：・苫・：く・：・：・×・：くかト×・：・×・：くく・：・x・x・×・：・×・×・：・×・：・x・：・x・：・×・ 

児童手当は2人目の子供から支給され 

支給期間は就業前までです。 

児童手当受給中の方で、他市町村より 

転入された方は、前に住まれていた所よ 

り所得の証明を受け申請して下さい。 

又、他市町村へ転出される場合は、必 

ず役場住民福祉課福祉係にて事務連絡票 

を受け、所得証明書を持ち、転出して下 

さい。 

なお、毎年6 月 

は児童手当の現況 

．ク 
ソIー 

I ‘ー一 乙ここ2つ 

届の月ですが年／一春 
の徐中で出牛等が rAてノ久ノで 

あった場合、増員 

の申請をしないと 

受給が出来なくなりますので注意して下 

さい。詳しくは役場福祉係まで。 

ff28- 2 0 0 4 （内線249,250番） 

：・：く・：・：・×くく・：・×・：・x・：・：くく・x・：・x・：くか：・：・：く・苫く・x・：・×・：・×・：・×・：・苫く・x・ン×・ 

年金を受けている方 
：・x・：く・：・：・x・：・×・：・×・：・：く・：・：く・×・×く・：・：く・×く・x・×・：・×・：・x・苫・×・xか：くく・×・ 

のご家族の皆さんノ＼ 

ト死亡届について 

年金を受けている方が死亡されたとき 

は、遺族の方はすみやかに「年金受給権 

者死亡届」を提出して下さい。 

●昭和61年3月31日以前から国民年金だ 

けの年金を受けていた方、あるいは昭和 

61年4月1日以降から基礎年金だけの年 

金を受けていた方が死亡された場合は、 

現在住まれている市区町村の年金係へ、 

死亡されてから10日以内に。 

●上記以外の年金を受けていた方が死亡 

された場合は、最寄りの社会保険事務所 

へ、死亡されてから10日以内に。 

●船員保険の年金を受けていた方が死亡 

された場合は、県の保険課へ死亡されて 

から、10日以内に。 

届出が遅れますと、年金を受け取りす 

ぎて、あとで返済をしなければならなく 

なりますので、ご注意下さい。 

奉
納
し
た
の
だ
ー
 れ 

赤
池
町
と
穎
田
町
の
境
、
小
峠
に
あ
 

ょ
う
か
。
 

る
 
「
佐
矢
の
神
」
赤
池
町
史
に
よ
れ
ば
 

又
、
こ
こ
は
足
腰
の
病
気
や
子
宝
に
 

同
じ
所
に
胸
の
 

観
音
（
行
橋
の
 

胸
の
観
音
を
勧
 

請
し
た
）
不
動
 

さ
ん
、
山
の
神
 

を
祭
っ
て
い
て
 

い
ま
す
。
 

こ
の
 
「
佐
矢
 

の
神
」
 
に
、
上
 

野
焼
で
作
っ
た
 

御
神
体
を
奉
納
 

し
た
方
が
い
ま
 

す
。
そ
れ
も
数
 

多
く
、
写
真
で
 

ア
ッ
プ
に
出
来
な
く
て
残
念
？
・
 
で
す
 

が、 

一
度
見
に
行
か
れ
て
は
ど
う
で
し
 

恵
ま
れ
る
な
ど
 

霊
験
あ
ら
た
か
 

だ
そ
う
で
、
日
 

々
に
お
参
り
を
 

さ
れ
る
方
が
、
 

数
多
く
見
ら
れ
 

毎
月
十
七
日
に
 

は
、
御
神
体
の
 

世
話
を
さ
れ
て
 

い
る
方
、
百
人
 

程
で
、
 

祭
り
 

Jケ」し 

て
い
 

ま
す
。
 

救急医療週間 
9月6 日 ～12日まで 

九
月
九
日
の
『
救
 

急
の
日
』
を
は
さ
ん
 

だ
六
日
か
ら
十
二
日
 

ま
で
が
「
救
急
医
療
 

週
間
」
 
と
な
っ
て
い
 

ま
す
。
 

こ
の
週
間
を
機
会
 

に
正
し
い
救
急
処
置
 

や
、
応
急
手
当
を
覚
 

え
、
い
ざ
と
い
う
事
 

態
に
備
え
て
お
き
ま
 

し
ょ
・
フ
。
 

※
街
頭
啓
発
 
九
月
 

六
日
困
 

※
救
急
の
日
の
つ
ど
い
・
 89
 

▼
期
日
 

九
月
八
日
団
 
午
後
一
時
 

三
十
分
よ
り
 

▼
場
所
 
添
田
町
 
「
ォ
ー
ク
ホ
ー
ル
」
 

▼
内
容
 

「
コ
ー
ラ
ス
」
、
映
画
 
「マ 

マ
さ
ん
の
応
急
処
置
」
、
講
演
「
交
 

通
事
故
の
予
防
と
応
急
処
置
」
 

「

●

，

r
'

．

‘

、

 

、

 
、

 
●

J
、

J
、

，

r
●

，

一

 

，一 

J
、

・

‘

J
‘

・

、

、

一

 
．

・

，

？

・

，

？

、

，

一

 

．

”

、

，

一

 

・
 

旅
券
窓
口
 開

設

 

▼
開
設
場
所
ー
飯
塚
市
総
合
庁
舎
 

階
会
議
室
）
 

／へ 

ー
 

ユ
 

▼
取
扱
事
務
ー
一
般
旅
券
発
給
申
請
 

（
緊
急
・
該
当
事
案
を
 

除
く
）
の
受
付
及
び
交
 

付
事
務
 

▼
取
扱
時
間
ー
 10 

時
 30 

分
ー
 15 

時
（
 12 

時
ー
 13 

時
を
除
く
）
 

※
九
月
よ
り
第
2

、
第
4
木
曜
日
に
開
 

設
し
ま
す
。
た
だ
し
、
該
当
日
が
祝
 

祭
日
に
当
た
る
場
合
は
、
そ
の
翌
日
 

に
な
り
ま
す
。
 

⑤
 

⑧
 

⑧
 

「
灯
火
親
し
む
べ
き
候
」
 

秋
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
の
 

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
は
司
馬
 

遼
太
郎
原
作
の
「
翻
ぶ
が
如
 

く」 

に
決
定
し
た
そ
う
で
す
 

が
、
こ
の
本
の
内
容
は
、
明
 

治
維
新
直
後
の
新
政
府
の
混
 

乱
を
え
が
い
て
い
ま
す
。
読
ま
れ
た
方
 

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
司
馬
さ
ん
の
 

小
説
に
は
、
戦
国
時
代
や
幕
末
、
明
治
 

維
新
を
題
材
に
し
た
も
の
が
数
多
く
あ
 

り
読
ん
で
み
る
と
、
そ
の
時
代
を
生
き
 

ぬ
い
て
き
た
人
た
ち
の
息
吹
き
が
聴
こ
 

え
る
よ
う
な
気
さ
え
し
ま
す
。
し
か
し
 

長
編
が
多
く
気
軽
に
読
む
と
い
う
訳
に
 

は
い
か
な
い
の
が
難
点
で
す
。
秋
の
夜
 

長
じ
つ
く
り
腰
を
据
え
て
読
ん
で
み
て
 

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
睡
眠
時
間
が
短
 

か
く
な
る
事
、
請
け
合
い
ま
す
。
 

B
マ
菱
．
菱
，
菩
．
菩
B
x
占
か
菩
古
宮
え
古
妾
．
羊
マ
羊
マ
×
え
え
宮
ふ
蛇
．
芋
【
宮
え
え
発
え
え
宮
R
え
B
【
妾
え
え
宮
発
え
B
x
占・マ羊v
×・x
宮
え
・
菩
菱
・
羊
【
童
宮
占
・
蓋
古
え
・
菱
妾
・
菱
・
x
B
x
宮占・x
占
＊
【
小
マ
【
妾
・
菩
妾
妾
・
x
か
羊
×
え
・
羊
【
・
x
占
妾
念
え
占
か
マ
v
マ
蒼
・
×
え
宮
容
【
・
菩
菱
・
x
占B
【
・
菩
妾
・
羊
【
＊
マ
v
ソ
×
え
・
羊
マ
菩
奪
【
え
占
・
一
 

9月は固定資産税3 期分の納税月です 


